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役職：   講師  

⽒氏名：   ⼭山⽥田晃嗣  

活動の概要	
 

2015年年度度にシステム系の契約更更新のため、ネットワーク等のシステム関係の調査や調整等の他、

それらに対応した学内規程等（これは 2015 年年度度も継続予定）の⾒見見直しを実施した。また、スマ

ートフォン・タブレット端末の福祉分野での活⽤用研究会を開催し、名⼯工⼤大の先⽣生らと共同研究を

⾏行行った。  

  

学内での活動	
 

1    システム委員会  

昨年年度度から今年年度度の前半に掛けて移転で変わってネットワーク不不具合等が多くありそれらについ

ての対応を⾏行行った。また、学内ネットワークや、グループウェア等の学内システムに関する業務

や、ネットワーク保守業者等との定例例会などに関わった。また、IAMAS  2015（卒展、期間 2/19

〜～2/22）のネットワーク環境についてソフトピアジャパンの指定管理理者・学⽣生らと共に担当した。

また、本学のシステム関係の学内規程⾒見見直しを実施し始め、来年年度度にあらためて完了了する予定で

ある。また、次年年度度の冬までの契約（H27.12.31）となっている現⾏行行のネットワーク契約更更新の

ため県の各種委員会等に参加した。  

2    新ネットワークの改更更について  

本学のネットワーク保守業務が H27 年年 12 ⽉月となっているため、新システム⼊入れ替えに関する検

討を⾏行行い、構想書や仕様書等の作成を⾏行行った。  

3    システムに関するする会議  

2015 年年度度のシステム関係、特にネットワーク改更更に関わる仕様書等の作成やシステム管理理等で

の状況の共有や改善する等を⽬目的として週⼀一回程度度開催した。また、ネットワーク保守業者との

定例例会を開催した。  

4    システム関係の規程の⾒見見直し  

来年年度度に新ネットワークへの改更更等により学内規程等の⾒見見直しを⾏行行っている。また 2015 年年度度も

引き続き対応をする。  

  

学内外での活動	
 

  

1    スマートフォン・タブレット端末を福祉分野での活⽤用研究会（座⻑⾧長）  

昨年年度度からの継続で、岐⾩阜本巣特別⽀支援学校の他、郡上特別⽀支援学校等も新たにメンバーとして

参加いただき、障がい児の就労⽀支援を⽬目的としたタブレット端末アプリについて検討する研究会

を開催した。（平成  26  年年度度⽂文部科学省省「特別⽀支援教育に関する実践研究充実事業（特別⽀支援に

関する NPO 等の活動・連携の⽀支援に関する実践研究）特別⽀支援学校の喫茶茶サービス実習でのタブ

レット端末を活⽤用した接客⽀支援アプリの効果的な使⽤用⽅方法や教育効果に関する調査事業」）  
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2    ⽇日本職業リハビリテーション学会にて就労⽀支援を⽬目的としたタブレット端末アプリについて発表した。  

研究会で取り扱ったアプリの内容を⽇日本職業リハビリテーション学会第 42 回岩⼿手⼤大会にて発表

をした。  

会期：2014 年年 8 ⽉月 28 ⽇日（⽊木）〜～29 ⽇日（⾦金金）  

発表：2014 年年 8 ⽉月２９⽇日（⾦金金）  

タイトル：タブレット端末を⽤用いたコミュニケーション活動の有⽤用性について  

場所：岩⼿手県⽴立立⼤大学  

3    福祉機器フェアにて展⽰示  

福祉機器フェアにてプロジェクトと上記の研究

会の内容を展⽰示した。  

⽇日時：2014 年年 11 ⽉月 11 ⽇日（⽕火）  

4    ATAC カンファレンス 2014 京都で発表  

上記の研究会で実施して来た障がい児の就労⽀支

援向けのタブレット端末アプリとして進めてレ

シートプリンタやヘルプボタンを中⼼心に、ATAC

カンファレンスの研究・実践ポスター発表で発表

[1]をした。また、この時より Google  Play にて

簡易易版のアプリを公開した。  

タイトル：「タブレット端末を利利⽤用した障がい児のコミュニケーション能⼒力力を拡⼤大するための場の

提供について」  

⽇日時：2014 年年 12 ⽉月 6 ⽇日（⼟土）  

場所：国⽴立立京都国際会館（京都市左京区宝ケ池）  

5    「教育分野の IT活⽤用セミナー〜～この 1年年で何が変わっ

たか〜～」で展⽰示  

今年年度度全体の就労⽀支援の内容と研究会の紹介をデ

モ展⽰示[3]をした。  

⽇日時：2015 年年 2 ⽉月 25 ⽇日（⽔水）  

場所：ソフトピアジャパン   センタービル 1F 信

⻑⾧長像付近  

6    特別⽀支援教育に関する NPO 等の活動・連携の⽀支援に関

する実践研究成果発表セミナーで発表  

今年年度度の研究会の内容を実践研究報告として⼝口頭発表した。  

タイトル「タブレット端末を利利⽤用した障がい児のコミュニケーション能⼒力力を拡⼤大するための場の

提供」実践研究報告  

⽇日時：2015 年年 3 ⽉月 25 ⽇日（⽔水）  

図  2  教育分野の IT活⽤用セミナーでのデモ発表の様⼦子  

図  1   福祉機器フェアの様⼦子  
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場所：ソフトピアジャパン   10F 中会議室 1  

7    感性情報に関する研究（共同研究）  

名古屋⼯工業⼤大学   中村先⽣生、中京⼤大学   加納先⽣生らと共にロボットにおける感情をどのように捉

えるか、ロボットと⼈人間が共⽣生するためのキーとなる感性情報を扱う⼿手法等についての共同研究

を⾏行行った。     

8    看護系教育コンテンツ作成を産学官連携で実施  

サンメッセ（株）、教育産業（株）らのメンバー  

と中京学院⼤大学、⼤大垣⼥女女⼦子短期⼤大学の先⽣生らと

ともに、タブレット端末を利利⽤用した教育コンテ

ンツに関して多視点映像による看護技術タブレ

ット教材の開発に携わった。  

  

  

学外での教育活動	
 

1    ⼤大垣市 IT 致道館校⻑⾧長  

⼤大垣市情報企画課が中⼼心に⾏行行っている⼩小学⽣生向けのロボット講座の校⻑⾧長として参加し、⼦子供達へ

のアドバイス等をした。  

2    朝⽇日⼤大学⻭歯科衛⽣生⼠士専⾨門学校で講師  

朝⽇日⼤大学⻭歯科衛⽣生⼠士専⾨門学校で、⾮非常勤講師とし

て「情報処理理」の講義を担当した。  

3    池⽥田町⼦子ども会育成協議会で講師  

池⽥田町⼦子ども会育成協議会（池⽥田町教育委員会内）

主催の池⽥田町リーダー研修会にて「iPad でつな

がろう！」としてタブレット端末を利利⽤用した⼦子ど

も達向けワークショップを⾏行行った。  

⽇日時：2015 年年 3 ⽉月 28 ⽇日（⼟土）13:00〜～15:00  

場所：池⽥田町中央公⺠民館第 3会議室  
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図  3   多視点映像の撮影の様⼦子  
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